表計算の「データの集計と抽出」練習問題

表計算ソフト「エクセル」を用いることにより，

データベースでの「単純集計」と「クロス集計」、グラフの作成
データベースからの「検索抽出」

をおこないます。はじめに不必要な部分を取り除くために，新しいワークシートにデータをコピーしておきましょう。オリジナルデータはそのままにしておきます。

使用する（ダウンロード）３つのファイル：
(1) occupation.xlsx   (2) a001.xlsx    (3) 249n.xlsx
　問題１　　(１) occupation.xlsxのファイルには、性別、血液型、職業分類の項目のリストがあります。単純集計とクロス集計をもとめます。単純集計には、関数「frequency(データ配列、区間配列)」あるいは関数「=countif(範囲、検索条件)」とします。グラフの作成も考えてみましょう。
答え　同じブックファイルの別シートに集計結果があります。
　問題２　　　千葉県での市町村人口データ「a001.xls」を使い、抽出します。
1． 千葉県にある「市」のデータを抽出してつぎの問題の解法を考えてください。

（１）千葉県の「＊＊市」となっているものはいくつありますか？
（２）人口（平成12年）の多い順に並べて，５番目は？　１０番目は？　もっとも少ない市は？
（３）人口増加率のもっとも多い市は？　5番目に多い市は？　
（４）市の人口の平均値は？　

２．同じファイルで，今度は「町」のデータについて考えてください。
（１）千葉県にある町の数はいくつ？　

（２）5番目に人口（平成12年）の多い町は？　10番目は？　

（３）人口増加率のもっとも多い町は？　

（４）町の人口が９千人以下で８千人以上の町の数は？　
（５）町の人口の平均値はいくつか？

答え　１．（１）３１，（２）5番目は柏市，10番目は流山市、最も少ない市は勝浦市，
（３）1番は八街市，5番目は佐倉市，（４）（合計）５１８０７４９÷（個数）３１＝（平均）１６７１２０．９人

２．（１）４４町，（２）関宿町，九十九里町（３）大網白里町（４）６町（５）７０２８３７÷４４＝１５９７３．６人
　応用問題　　医療従事者とのファイル(249n.xls)を同時に使用して，人口数と従事者の関係を求め，グラフに描き，どうようなことが分かるか述べなさい。
